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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本液体清澄化技術工業会 (LFPI)／財団法

人日本規格協会 (JSA) から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が制定した日本工業規格である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許

権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認について，責任は

もたない。 

JIS K 0230 には，次に示す附属書がある。 

附属書 1（規定） 逐次サンプリングによる判定方法 

附属書 2（参考） 清浄度クラスの判定及び決定例 
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日本工業規格          JIS 
 K 0230：2007 
 

純水の清浄度の測定方法及びクラス判定方法 
Determination and classification of purified water cleanliness 

 
序文 この規格は，2002 年に改正された JIS B 9920 と同様の考え方を純水に適用して作成した日本工業規

格である。 

 

1. 適用範囲 この規格は，主に電子工業，精密機械工業などの製造工程に用いられる，純水中の粒子個

数濃度による清浄度の測定方法及びクラス分類について規定する。クラス分類は，粒子径範囲 0.1～0.5 µm

における累積粒子個数濃度（以下，“粒子個数濃度”という。）によって行う。ここで規定するクラス分類

とその上限粒子個数濃度との関係は，クラス分類を行うためのものであり，実際の粒子個数濃度を表すも

のではない。 

 

2. 引用規格 次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成す

る。これらの引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS B 9920 クリーンルームの空気清浄度の評価方法 

JIS B 9925 液体用光散乱式自動粒子計数器 

JIS K 0554 超純水中の微粒子測定方法 

JIS Z 8122 コンタミネーションコントロール用語 

 

3. 定義 この規格で用いる主な用語の定義は，JIS B 9920，JIS B 9925，JIS Z 8122 及び JIS K 0554 によ

るほか，次による。 

a) 清浄度クラス 純水中の粒子個数濃度による清浄度の等級（クラス）。クラス NW で表し，N は，1 L

中の水に含まれる粒子径 0.1 µm 以上の粒子数を，10 のべき乗で表したときの指数部を示す。 

b) 上限粒子個数濃度 清浄度クラス及び粒子径別に定めた，粒子個数濃度の上限値。 

c) 有効試料体積 液体用光散乱式自動粒子計数器に導入した試料の体積のうち，実際に測定した試料の

体積で，JIS B 9925 で規定する有効試料流量に測定時間を乗じたもの。 

d) 最少有効試料体積 清浄度クラスを測定するのに必要な最少限の有効試料体積。 

 

4. 純水の清浄度クラス 清浄度クラス 1 W，クラス 2 W，クラス 3 W，・・・クラス NW などと表す。こ

こに，N は，1～8 までの整数を示す。各クラスの対象とする粒子径の上限粒子個数濃度 (CU) は，式 (1) で

算出する。 
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ここに， CU： 上限粒子個数濃度（個/L） 
 N： 清浄度クラス NW の N 


